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 本市における子育ち及び子育ての課題並びに当該課題を解決する

ために必要な支援及びサービスの提供について、「長野市子育ち・ 

子育て支援検討委員会」において５回の議論を重ね、委員から広く

様々なご意見をいただき、ここに検討委員会において議論・交換され

た意見をまとめました。 
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 長野市子育ち・子育て支援検討委員会について 

   長野市子育ち・子育て支援検討委員会（以下、「検討委員会」という。）は、

本市における子育て支援の充実を求める市民ニーズの高まりや、コロナ禍に

おける孤独感などの課題を受け、令和５年４月１日に、子育ち及び子育ての課

題並びに当該課題を解決するために必要な支援及びサービスの提供について

広く意見を聴くため設置されたものです。 

検討委員は、NPO 法人など子育ち又は子育ての支援に関する事業又は活動に

従事している者、こどもの発達支援に関する事業又は活動に従事している者、

保育関係者、教育関係者など９名の委員と３名のアドバイザーにより議論を重

ねてまいりました。ここでは、これまでの５回の議論により検討された内容等

について提言を行うものです。 

 

【子育ち・子育てを取り巻く背景】 

１ 長野市の子育ち・子育て支援を検討する背景 

(1)就学前児童数・一時預かり利用者数の推移 

人数

子育ち・子育て支援の検討について

11,712 11,442 11,326 11,138 11,039 

6,021 5,728 5,396 
5,010 4,612 

17,733 17,170 16,722 16,148 15,651 
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※無園児は在宅児童から認可外事業を利用した児童数（約500人）を差し引いた児童数とする

1保育・子育て支援のニーズ

就学前児童数の推移

一時預かり利用者数の推移

年度

いわゆる無園児は、潜在的に約4,000人以上いる。また、一時預かりは年間１万人以上の児童が利用している。
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 長野市内の就学前児童数は、令和４年度では 15,651 人であり、このうち保

育所等を利用している児童数は、11,039 人で、在宅で過ごす児童数は 4,612

人になります。 

 また、在宅で過ごす児童のうち、認可外保育所を利用する児童が、約 500

人と想定すると、いわゆる無園児は、約 4,100 人いることになります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 ニーズ調査の結果から、保護者から休日の預かりや一時預かりの要望、

こども広場を利用し易い場所での設置、子育てに関する相談できる場の要

望などに一定のニーズがあることがわかります。 
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（２）こども広場の利用状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 こども広場は、じゃん・けん・ぽん（中心市街地（新田町））、このゆび

とまれ（篠ノ井）の２カ所が、市内の北と南に位置し、乳幼児と保護者の

居場所として、また育児相談なども含め子育てコンシェルジュを配置し、

子育て支援事業を実施しています。 
 利用状況としては、市内の全地区から、一定数の利用者があり、篠ノ井

と中心市街地では、それぞれに近いこども広場を利用していますが、大豆

島地区、安茂里地区、川中島地区、更北地区などでは、北と南のそれぞれ

のこども広場を併用して利用していることがわかります。 
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 （３）地域子育て支援センターの利用状況 
 

地域子育て支援センターの利用状況
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     子育て支援センターの利用の状況は、全市的に利用がされており、 

北部では、柳町保育園、南部では、丹波島こども園などの利用者が多 
い状況がみられます。 

    また、令和２年度以降の利用者が減少傾向にあるのは、コロナウィ 
ルス感染症防止対策のため、利用を予約制にしたり一部人数制限をか

けたりと利用を控えたことによるものです。 
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（４）障がい児・発達特性のある児童の状況 
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 特別な支援が必要な園児は、年々増加傾向にあります。公立、私立保育

所においては、特別な支援が必要な園児に対し、低年齢の時期から、早期

に専門的支援（発達支援）を行う事で発達を促し、二次障害へのリスク軽

減にも効果があるとされていますが、特別な支援が必要な子ども達への福

祉や医療などによるフォーマル（公的）なサポート体制は十分とは言えな

い状況があります。 
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【子どもと親の現状】 

１ 子ども・親の現状について 
  子育て支援に関わる各委員から、現状での長野市内の子ども達や親の状 
 態、子育てに関わる支援について意見をいただき、子ども達の置かれてい

る課題などを整理しました。 
 
 （１）子ども達の置かれている状態 

〇 発達障害への理解が進んでいない 
〇 虐待的な扱いを受ける子がいる 
〇 配慮を要する子どもが多い 

 〇 動きの多い子どもの居場所 
他の人への迷惑の心配、一緒にいられない、配慮しないと遊び

が崩れてしまう 
 
  〇 二次障害につながる 

       子どもの持っている力を見ていくことが出来ない、子どもの主 
体性を引き出していくことが出来ない 

 
〇 子どもはのびのびと過ごせる場所が少ない 
〇 年齢差に考慮した居場所がない（０歳児と小学生が同空間にいる 

危険性） 
 

（２）親の置かれている状態 
  〇 コロナ禍での出産 

家から出られない、遊び方が分からない 
〇 子育て状態が見えない 

他の人の子育てが見えない、子育てをどうしたらよいのかわか 
らない 

〇 在宅で過ごしている人、子どもと一緒に家から出ることに困難さ

がある人などの子育て状況が見えない 
〇 １歳半児健診の前後年齢の子どもの相談をする機会がない 
 
〇 若い夫婦の一部に、子育てが分からないという訴えがある 
〇 親からの支援は、親も自分の生活があり支援が得られにくい 
〇 人の子育てを見て、安心感を得たりする場所の不足 
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    〇 孤立する親  
       子育てに対する地域の理解不足、夫が理解していない、親族が

理解していない 
    〇 母親の社会参加が難しい（特に障害のある子の親） 
       通院・通学のために子どもを送迎しなければならない、医療的

ケア児の昼間のケアは母親が担っている場合が多い、不登校児が

学区外のフリースクール等に通う場合は送迎と学費がかかる、短

時間でも働ける場所がない、親が働けない、働く環境が限られて

くる、通信制私立校等へ通うことになる場合などには、学費の問

題がある 
 

コロナ禍において、子育ての仕方がわからなくなっている親や子育て支

援を求める先がない親など孤立感が深まっていることや、子ども同士、親

同士の交流の機会が少なくなる中で、支援を求めることや相談ができなく

なっている状況がありました。 
また、特別な支援が必要な子ども達への理解や、相談するきっかけとな

る場や様々な状態の子ども達や親が安心して過ごせる居場所が求められて

いることも伺えます。 
 親が子どもの状態に関わらず働くことができ、社会参加ができるように

するということ、学費の問題などと併せて、地域とのつながりなど多岐に

わたる課題があります。 
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【子育ち・子育ての課題】 

１ 子育ち・子育て支援の課題 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
親の不安感を解消するための居場所づくりは、子どもの状態と連動した

ものとなります。親にとって必要な居場所は、子どもにとっても必要な居

場所になります。 
 親が困ったときの居場所や、子育ての先輩である保護者との交流、悩み

を言える場としての居場所の存在が、子育ての孤立感からの解放につなが

るという状況があります。 
また、子どもにとっても遊びを通じて子ども同士が交流でき、気軽に行

ける居場所が求められています。 
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こども広場などにおいては、子ども同士の遊びや利用者の交流を通じ

て、親同士、職員との信頼関係が生まれ、子育ての情報の共有や自身の子

育てへの相談へつなげることが大事です。そこに、居場所を利用する意義

を親が感じ利用につながる、居場所の利用がし易く、相談がし易い居場所

を提供できるということになるという状況があります。 
 コロナ禍では特に妊娠期の母親にとっては、孤独感がありチームで支え

る体制の必要性や、学校や集団に疲れた小学生の居場所の必要性などがあ

ります。 
 このことから、乳児・幼児の居場所、親の居場所、小学生の居場所づく

りが重要な子育て支援であることとしてまとめをしています。 
 

相談の専門性チーム

専門職のサポート
療育

コーディネート
保育園、学校 ⇔ 福祉 教育 医療

育児にあたっての
プランづくり プランナーの存在

相談しやすい
環境

コーディネート
保育園、学校 ⇔ 福祉 教育 医療

子どもの発達の相談
⇒ 障害福祉課を紹介されることへの抵抗感
⇒ こども未来部ができたことによる相談のし易さ

相談 ⇒ ハードルが高い
⺟親からみると、窓⼝を広く、浅く、
して欲しい。

仲良くなったら相談し易い

専門機関へつながる
じゃんけんぽん
（こども広場）

「じゃんけんぽん」で遊んでいて、相談
ができる。子育て情報の入手。

医療が不足し
ていることへ

の不安
チームづくり

お⺟さんのサポートチームがあっても良
い。

コーディネーターは各現場にいた方が良い
相談にのってくれる人がいる。
力がある人がいるという安心感。

相談には、力のある人材を連れてくる、育てる

まとめ 専門家・専門職による連携・サポート・相談
 

 
相談については、その重要性から専門家や専門職による子育てに関する

ものが求められています。 
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親が相談するにあたって、例えば特別な支援が必要な児童の保護者にと

っては、「障害福祉課」を紹介され、窓口に相談に行く場合と、「こども未

来部」を紹介され相談するのでは、相談し易さという点においては異なり

ます。このため、相談のし易さという点では、相談窓口のハードルを低

く、広く、浅くし親等がまず相談に行けるということが重要です。 
  
相談する場においては、親や相談者にとって、相談にのってくれる人が

いる、子育ての相談に信頼できる力のある職員がいるという安心感が相談

のし易さにつながります。 
また、子育てに取り組む親へのサポートチームや、育児にあたってのプ

ランづくりをする必要があります。 
 このことから、専門家や専門職による連携やサポート体制、相談といっ

たことが重要な支援であるとの認識で一致しました。 
 
 

ネットワーク・拠点

各サービス・点となるものはあるが、面としての関連性、
関係性による総合的なサービス体系に欠ける

地域の子育て支援の拠点
拠点となる人や場所が必要

子育て中の
ネットワーク

身近なつながり 励ましあい
ママとも、つながり、情報交換 子育て中の集まれる場所

ネットワーク
の広がり 保健所、教育、保育、障害福祉、あのえっと 一つのところ

に色々な機能
相談、広場、にじいろキッ
ズ（療育）、保健所相談
（⺟子等）

NPO等子育て支援団体の連携、市内の子ども
の定期的な情報共有、支援の共有化

災害時：お迎えの時など、
親同士が話せるわずかな時
間が、子育てを共有できる

貴重な時間だった

まとめ 専門家・専門職による連携・サポート・相談 安心安全な居場所（拠点）
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    子育て支援サービスについて、長野市内に一定のサービスは存在す 
   るものの、総合的な子育て支援サービスの体制が見えてきません。 

このことから、地域の子育て支援の拠点や、拠点となる人や場所の存

在が必要です。 
  子育て中のネットワークとしては、身近なつながりの必要性や母親

同士のつながりや、情報交換の必要性などとともに、わずかな時間で

も親同士の会話が、子育てを共有できる貴重な時間です。 
 さらに、ネットワークの広がりでは、行政内部での連携として、 
事務局として参集している、保健所、教育委員会、こども未来部、保

健福祉部（障害福祉課）、こども総合支援センターが集り議論できるこ

とや、検討委員会のメンバーである、NPO 等の子育て支援団体などが定

期的に子ども達の情報の共有が図れれば支援の広がりを見せることが

できます。 
 また、相談やこども広場、療育相談・支援、母子等の相談が一つの

空間に機能としてあることが有効であります。 
 このことから、子育ての拠点としての安心安全な居場所の存在が必 
要であるとまとめをしました。 
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地域・親 ４

ワンオペ
夫婦のみ、親の支援は受けたくない、

人の子育ては？
ネットの子育てとは異なることへの

⼾惑い

親
子育てを助
けたい

子育てを助けたい、育児の仕方が全く
異なることに気づく、だきぐせ

子育て期 ・兄妹を育てることができない（一人
ずつでないと育てられない）
・育児が大変

リフレッシュできる
仕組み

一時預かり
（親のリフレッシュ）

親
子育て

子どもが小さい頃から働き始める 子育てを楽しめない 子育てが楽しいと
思える仕組み

妊娠期
出産、育児への不安
ワンオペ育児、パパの育児、
夫婦２人の育児

・子育てへの孤独感
・地域や周りの人への支援
・みんなで子育てをできる場

地域のシニアが子育てを助けてく
れる その仕組み

地域で子育てをやっていく

まとめ 妊娠期・乳幼児期の親への支援（保護者の居場所） 一時預かり（保護者のリフレッシュ）
地域の子育て支援

 
   地域における親の状態として、ワンオペといわれる親の存在、その親

が頼れるべき自身の親については、子育てを助けたいと思う一方で、自

分の子育ての仕方と今の子育ての仕方が異なることへの戸惑いや、自身

の生活のため仕事に従事し、孫の支援ができない状況があります。 
また、子育て期の親の一部には、兄弟が増えると、複数の子どもを同

時に育てることの困難さなどがあり、保護者がリフレッシュできるため

の仕組み、一時預かりなどの重要性が指摘されました。 
 現在の親は、育児休暇を取得後、子どもが小さい頃から職場に復帰す 
るなどにより、子どもと余裕を持って過ごす時間が限られ、子育てが楽

しめなくなっているのではないか、そのため子育てが楽しいと思える仕

組みが必要です。 
妊娠期においては、子育てへの孤独感や地域や周りの人からの支援 

の大切さが指摘され、地域のシニア層が子育てを支援できる仕組みづく

りが必要です。 
このことから、妊娠期における相談や乳幼児期における親の居場所の 
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重要性とともに、親がリフレッシュできるための一時預かりの必要性を認

識するとともに、地域の子育て支援の仕組みが必要であるとの意見が出さ

れました。 
 
〇支援の工夫として考えられる事  
～伴走サポート～ 

  ・身近に親子が安心して行ける場所 
  ・孤立した子育てへの伴走 
 ・子育てしているお母さんをサポートしてくれる仕組みの情報 
 ・子ども食堂へ行くことが難しい親（精神疾患など）への支援 
・コロナ禍での他の親子の子育てが見えない、親子の交流が出来な 
かった状況の改善 
 ・学校行事（参観日、懇親会等）に参加する時の下の子の預け場所が 
ない（一人で悩んでいる） 

 ・家族の子育て力の育成 
 ・地域とのつながりの構築 
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  ２ 教育・保育との連携について 

    

専門性 ⇔ 教育・保育で苦しまずに支
援できる仕組み

多様性 ⇔ 専門職の現場のチームの重
要性

・チームで育てていく
・二次障害が少なくなる
・人のかかわりが工夫でき、少なくなる
・加配の増加を止められる

専門性のある人が、小さい時に見てくれ
る仕組み

保育園等と共有できる場が必要

〇 １０人に個別の支援はできない

⇒ 教育・保育の見直し

⇒ クラスづくり ・・・ みんなにとっての良い教育・保育
⇒ おもしろく 楽しく伝えていく

⇒ 視点を変える ・・・ みたてる 専門性

〇 インクルーシブ教育・保育 （学校⇒学びの場がわからない）

⇒ 特性のある園児（児童）への配慮

⇒ 多様性を受け入れる場になっていく

⇒ 発達の相談員がいて、相談できる場 相談の入り⼝となる場

専門性

教育・保育

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育・保育と発達支援との連携について 
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  支援が必要な子どもへの早期の対応として、保育園での特性のある児童へ 
 の保育の取組が議論されました。 
  専門性のある職員（保育士）または、多職種でのチーム支援でクラスづく

りから早期に関わり（年齢の低い時期からの対応）、多様性を受け入れる仕

組みなどを構築することで、二次障害が予防され、保育士の過度な配置の増

加も防げるなどの効果があります。 
   
  現在、民間の力もお借りして、長野市内の公立保育園において毎年モデル

的に取り組んでいる保育は、気になる園児の特性を認めつつ、クラスという

集団で保育をしていく、園児が自分でやろうと思って決める力（実行機能）

で動けるクラスづくりを通して子ども主体の保育につなげていくものです。 
 
  ３ 発達相談・支援について 

こども総合支援センター あのえっと

すくすく広場 あそびの教室

お子さんが保護者の方と一緒に
楽しく遊ぶことを通じて社会性
を身につけたり、心身の発達を
促すことを目的としています。

・参加期間 約６か月
・対象年齢は、２歳から３歳（就園
前）
・スタッフ：保健師、保育士、発達
相談員（その他 作業療法士、言語
聴覚士）
・会場：市内５か所の保健センター
（週1回）
・時間 9：30〜10：45

お子さんの発達や子育てについ
ての相談に応じます。お子さん
に合わせた対応の仕方を一緒に

考えていきます。

・健診・健康教室参加後、最⻑６
回。
・会場：市内７か所の保健センター
（月1回）
・スタッフ：保健師、発達相談員
・時間 9：30〜10：45
・元気に遊ぼう、集団遊び、おも
ちゃで遊ぼう

すくすく広場で経過を見
ていく中で、丁寧なかか
わりが必要と思われる児

 
 
  「あのえっと」の取組として、１歳６か月健診をきっかけに、「すくすく

広場」では、子どもの発達や子育てについての相談を市内７カ所の保健セン

ターで行っています。会場では、積み木、滑り台、トランポリンなどや、体

操、おままごとなどによる遊びを通じて相談を行っています。 
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  また、「すくすく広場」でのお子さんの状況から、丁寧な関わりが必要と

思われる子どもには、市内５カ所の保健センターで「あそびの教室」を開催

しています。そこでは発達について心配がある、言葉が増えない、会話がか

み合わない、落ち着きがない、などの子育てについての心配ごとを、子ども

と保護者が一緒に楽しく遊ぶことを通して社会性を身につけたり、心身の発

達を促すことを目的としています。 
  （スタッフ：保健師、保育士、発達相談員及び言語聴覚士、作業療法士な

ど） 
  （開催している保健センター：松代保健センター、犀南保健センター、西

部保健センター、三陽保健センター、北部保健センター） 
 
  子どもの居場所づくりに、例えば曜日を決めるなどして、発達や発育に心

配な親が気軽に相談できる窓口があって良いのではという意見がありまし

た。健診から紹介される相談窓口が、子どもの居場所に設置されれば、親に

とっても安心な居場所になるのではないでしょうか。 
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【子育ち・子育て支援への提言に向けて】 

  １ 優先すべき支援について 

   検討委員会として、子ども達や親の状況を確認し、子育て支援に必要な

施策について議論を重ねた結果、子ども達の課題を解消し、親の不安感を

払しょくするための優先すべき支援は、安心安全な居場所づくりであると

位置づけをしました。 
 
 
 

〇 行く場所が多ければ 子どもはのびのびと過ごせる ⇒必要な施設の設置
〇 ０歳児と小学生が同じ空間にいることの危険性 ⇒広場の運営上の課題

〇 コロナ禍での出産 ⇒ 家から出れない・遊び方がわからない
〇 子育て状態が見えない⇒ 他の人の子育てがみえない、子育てどうしたらよいのかわからない

⇒相談する場所がわからない

〇 家から出ることができない人は子育てをどうしているのか

〇 若い夫婦 ⇒ 子育てがわからない ⇒ 親からの支援は、親も自分の生活があり支援が得られない
〇 人の子育てを見て 安心感を得る ⇒ 子育ては人のまねをすること ⇒子育てに触れる場所が必要 広場
〇 子育てに我慢して 孤立する親

〇 身近なところで いける所が安心
〇 孤立した子育てへの伴走
〇 子育てしているお⺟さんをサポートしてくれる仕組み、不安解消

〇 コロナ禍で 他の親子の子育てが見えない 親子の交流ができない（交流する場が限られる）
⇒親子が交流するためには、スタッフがいる広場が有効
・参観日 懇談日 一人悩んでいる
・地域とのつながり 家族の子育て力

１※ 広場（こども広場）

 
 
 
 
 
 
 

居場所に関する主なる意見の要約 
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  居場所についてのイメージをまとめてみると、 

 
 
  なお、居場所について委員からは、 
  ある程度の広さが必要ではないか。利用者のアンケートから現在のこども

広場利用の利点として①安心安全なこと②広いスペースがあることがあげら

れている。幼児と小学生が一緒の空間は危険が伴うので、工夫した方が良

い。あるいは、将来の利用の仕方を想定し、色々な形状の利用ができる柔軟

な空間にした方が良いのではないか。 
  広い室内で、見渡せる、親同士の交流をつくっていけるように。 
  居場所づくりだけでなく、人づくりも必要。安心な居場所には付帯的に

様々なものが機能として期待される。女性の相談、就労なども含め、曜日に

より割り振りをしながら、様々な相談を実施するなど総合的なものができれ

ば良いのではないか。居場所は、場所を提供するだけではなく、機能、仕組

みをつくること。 
  などの意見が出されました。 
 
  専門家、専門的なサポート体制については、現状のこども広場での取組と

して、専門家（小児科、歯科、虐待関係、心理、療育等）が各月１回程度相

談日を設けて対応をしています。 
  その他として、支援が必要な子どもの親、ひとり親、非正規雇用で働いて

いる親などへの相談やショートワークの情報提供、働き口の紹介、自立へ向

けた取組などをする必要があります。 

親の居場所 
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  ２ 総合的・複合的子育て支援について 

   検討委員会では、長野市は子育て支援に関わるサービスメニューや量は

ある程度提供されているが、必要な子育てサービスを総合的にあるいは複

合的に系統立てて組み立てることができていないのではないか、また、子

育てに関わる支援の総合的な拠点となる施設があっても良いのではないか

といった議論をし、点としての支援はあるが、総合的に子育て支援が利用

できる施設等の必要性があることが浮き彫りとなりました。 
 
 総合的な子育て支援について 

  総合的な子育て支援の必要性を考えるにあたり、今まで議論となった子育

て支援やサービス（こども広場、地域子育て支援センター、一時預かり、休

日預かり、あそびの教室、発達支援）について、市内のどの場所にあるのか

を整理しました。 
  市内の子育て支援の総合的・複合的支援の拠点を位置付けるにあたり、親

が利用する場合の各種子育て支援サービスが複合的に利用し易いか、幹線道

路等の状況から拠点施設等を利用する親の移動する距離感、子育て支援施設

間の連携が取れる配置となるのかなどを考慮し、市内を北部・中部・南部の

３つのブロックに分けてそれぞれの子育て支援サービスを分布しました。 
 
  「市内子育て支援施設分布図」参照。 
 
  子育て支援サービスの分布を市内各施設の連携や距離間を考慮し、北部・

中部・南部の３ブロックで整理すると、こども広場は、北部・南部にはある

が中部にはないことが分かります。子ども達の居場所とその他の相談やサー

ビスに結び付く拠点が不足していることが伺えます。地域子育て支援センタ

ーについては、中部・南部に数が少なく、一時預かりについては、南部地区

では２か所の設置となっています。休日の預かりについては、北部に機能が

あるのみで、中部・南部には設置がありません。 
  また、発達について心配があるなどの子育てについて親子で遊びを通じて

社会性を身につけるなどする遊びの教室は、中部には設置がないことがわか

りました。児童発達支援センターについても、中部・南部には設置がありま

せんでした。 
 
 〇 総合的に子育て支援を提供できる行政サービスとしての位置づけ 
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  北部ブロック 

   こども広場、支援センター、一時預かり、休日の預かりなど、それぞれ

の子育て支援サービスが、一定数確保されており、中部・南部と比較して

充足されていることがわかります。 
   また、鉄道、主要幹線などが交差する中心市街地や周辺地区について

は、公共交通機関でないと子育て支援サービスが利用できない親にとっ

て、公共交通によって利用できる支援施設として重要な配置関係になりま

す。 
   併せて、子ども広場とこどもカフェ（小学生以上の子どもの居場所）、

柳町保育園の一時預かりなど比較的近隣にサービス施設が集中して設置さ

れています。現在の各施設の立地、特に中心市街地での位置関係は今後も

必要なものであると考えます。 
   
  中部ブロック 

   子育て支援施設の分布としては、現在不足している、こども広場、休日

の預かり、発達の相談や社会性を早期に親子で体験できる遊びの教室など

による総合的な子育て支援ができる施設の設置が望ましいと考えられま

す。 
   北部と異なり、それぞれの子育て支援のサービスの数が少ないため、エ

リアでの面としての支援とするよりは、不足する主要な支援を複合的にま

とめ、保育との連携も視野にいれた施設等の設置が拠点としての位置づけ

にもなり、より総合的な支援が図られます。 
   市内での位置関係としても、国道や幹線道路が交わるエリアであり北

部、南部をつなぐ中間的位置関係であります。 
   P4.P5 のこども広場や地域子育て支援センターの利用者グラフでも、中

部ブロックの更北、川中島地区等での利用者は多く認められます。 

   併せて、一時預かりの利用者分布（P23 のグラフ）でもこの地域での利

用者が北部に続き多いことがわかります。 

 

  南部ブロック 

   子育て支援に関わるサービスが全体的に少ないことがわかります。こど

も広場と支援センターはあるものの、いずれも公立による支援サービスで

あり、民間法人等による参入が比較的少ない地域でもあります。 
   今後は、親による支援の需要を見極めながら、子育て支援のサービス全

体の向上のため、他の子育て支援施設等との複合化なども視野にいれた総

合的支援施設について検討するべきものと考えます。 
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北部 

中部 
南部 

市内子育て支援施設 

分布図 

提言内容 

＝こども広場 

 

＝地域子育て支援センター 

 

＝一時預かり 

 

＝休日預かり（保育） 

 

＝あそびの教室 

 

＝児童発達支援センター 

子ども広場 子育て支援センター 一時預かり 休日預かり あそび 児童発達支援センター

北部 1 10 7 2 3 2

中部 0 4 4 0 0 0

南部 1 3 2 0 2 0
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市内子育て支援施設 

分布図 
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子育て支援センター 

休日保育 

（皐月かがやきこども園） 

 子育て支援センター 

（かざぐるま保育園） 

 
 

 

子育て支援センター 

（りんどう保育園） 

 
子育て支援センター 

一時預かり（休日） 

（柳町保育園） 

 

 

 

 

 

 

  

 

こども広場 

じゃん・けん・ぽん 

子育て支援センター 

一時預かり 

（山王保育園） 

子育て支援センター 

（七二会保育園） 

子育て支援センター 

一時預かり 

（杉の子あぴっく保育園） 

 子育て支援センター 

（博愛保育園） 

 

 

 

 子育て支援センター 

（東部保育園） 

子育て支援センター 

（杉の子保育園） 

子育て支援センター 

（東条保育園） 

子育て支援センター 

一時預かり 

（ひかりほいくえん） 

 子育て支援センター 

（ころぽっくる保育園） 

一時預かり 

（長野大橋保育園） 

子育て支援センター 

（フレンドこども園） 

一時預かり 

（共和保育園） 

 こども広場 

このゆびとまれ 

 
一時預かり 

（中央保育園） 

子育て支援センター 

一時預かり 

（丹波島保育園） 
一時預かり 

（綿内保育園） 

 子育て支援センター 

（豊野ひがし保育園） 

 こども発達支援センター 

Ｂｅｅ 

 児童発達支援センター 

にじいろキッズらいふ 

一時預かり 

（善光寺保育園） 

一時預かり 

（加茂保育園） 

 あそびの教室 

（犀南保健センター） 

 

 

 

あそびの教室 

（北部保健センター） 

あそびの教室 

（三陽保健センター） 

あそびの教室 

（松代保健センター） 

提言内容 

＝こども広場 

 

＝地域子育て支援センター 

 

＝一時預かり 

 

＝休日預かり（保育） 

 

＝あそびの教室 

 

＝児童発達支援センター 

 あそびの教室 

（西部保健センター） 

 
子育て支援センター 

一時預かり 

（松ヶ丘保育園） 
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  子育ち・子育て支援への提言 

長野市において、子育ち・子育て支援の課題が様々ある中、課題解消に

は、優先して居場所づくりの設置に取り組む必要があり、市内の各サービ

ス施設分布から、中部ブロックへの設置が妥当であると考えます。 

また、その機能としては、「①安心安全な居場所」「②相談体制・相談窓

口」「③教育・保育と発達支援との連携」「④一時預かり」「⑤地域からの子

育て支援」が複合された総合的な子育て支援が必要であると提言いたしま

す。 

加えて、これまでの議論を踏まえ、市内の乳幼児や子ども達、親がコロ

ナ禍を経験し現在に至るまで、どのような子育ち・子育ての悩みを抱え、

何が必要とされる支援として求められているのかをまとめました。これら

の意見はどれも貴重なものであり、今後の子育て支援施策に反映するべき

と考えるものです。 

 

◎ 総合的な子育て支援に必要となる子育て支援機能 

 
① 安心安全な居場所 

 検討委員会の議論の中に、孤独感や孤立感を深める親の姿や、コロ

ナ禍において子育ての仕方がわからなくなってしまった親の姿があり

ました。親同士の交流や子ども同士の交流をもっとしたいと思いなが

らもできなかったり、子育てを相談したいが、職員への信頼関係が生

まれず、相談できない親の姿がありました。 
いろいろな親子が一緒に集まれる場所、共通した子育ての話がで

き、気軽に安心して来て過ごせる場所、そんな居場所が必要とされて

いることが浮き彫りとなりました。 
加えて、検討委員会開催中に各委員より提出された「目指す姿と課

題・取組み」といったアンケートでも、各委員に共通して記載されて

いたのは、「居場所づくり」でありました。このため、検討委員会の総

意として優先すべき子育て施策は、安心安全な居場所を、乳幼児や小

学生、親に提供していくことであると提言します。 
 

② 相談体制・相談窓口（発達に関わる相談の窓口等） 

相談のし易さとして、支援してくれる職員や子ども同士、親同士の 
交流や遊びを通しての信頼感があると、自身の子育ての悩みや孤独感

の脱却につながる相談ができるようになることが議論されました。 
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 このため、気軽に何度でも相談ができる仕組みは、遊びと相談など

を同じ空間で行えるようにし、子どもとの遊びや作業を通じて併せて

相談も実施できる居場所にすることで、その役割を果たしやすく、親

の利用する意義につながるものとなります。 
 また、健診などで気になる子ども達の発達に関わる相談について

も、専門家による曜日を決めた相談日を設けるなど早期の相談から専

門機関へつながるようにすることで、安心した子育てができる仕組み

の検討を併せて提言いたします。 
 

③ 教育・保育と発達支援との連携 

保育園等で過ごす園児にクラスづくりを通じて、園児自らがやろうと

決めていく力を養うことで、子ども主体の保育につなげることができま

す。 
   現在、このクラスづくりは民間の力も借りながら、福岡塾（巡回訪問

支援講座）として公立保育園において毎年会場を変えながらモデル的に

取り組んでいます。生活や遊び（活動）において自ら行動できる園児が

増えると、発達などに支援が必要な子ども達に社会性を持たせたり、行

動する力を養ったりすることが容易になります。 
   また、この取り組みは、これからの教育・保育と発達支援との連携の

形として、支援が必要な園児を含めクラス全体の成長（インクルーシブ

教育・保育）を目指すものです。クラス全体が成長することで加配保育

士の役割を明確にすることにもつながることから、保育士等がこのよう

な実践や特別支援教育・保育を学ぶ場の設置を提言いたします。 
 
④ 一時預かり 

 子育てに疲れた親や、休日や学校の行事の時などによる一時的に乳

幼児を預かる場所の必要性が求められています。 
 特に休日に働いている親や、市内での休日の預け場所が限られてい

ることから、遠方まで預けている親などへの支援としても有効である

ことから、休日にも利用できる子どもの預かりの必要性を提言しま

す。 
 また、実家や親せきなど近くに支援を頼める人がいない子育て家庭

において、一時預かりがあることにより子育てに余裕ができることと

なります。 
 

⑤ 地域からの子育て支援 
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転勤して長野市で子育てをしている夫婦、近くに親や親せきなど子 
育ての相談や支援を求められない親がいます。 
 また、支援を求めたい保護者の親の世代は、自身の生活のために働い

ていたりと、孫の育児を支援することが難しくなっていることがありま

す。 
検討委員会では、各委員より、シニア世代が主体となって地域の子育

てを支援する仕組みを工夫できないのか、あるいは、親の会など子育て

支援団体等にも相談をして欲しい。などといった議論がありました。 
地域や民間の団体等と協働しながら子育てをサポートする仕組みにつ

いて検討することを提言します。 
 

◎ 参考意見 
① 子育て支援のネットワーク、サポート体制 

検討委員会の開催を通じて、子育て支援に関わる NPO 法人を始め、

療育、教育、保育に携わる民間団体等が一堂に会し、市内の子どもの

状態、保護者の状態など子ども達の課題や困り感などを話し合うこと

で、様々な情報を共有することができ、必要な支援などが明らかにな

ってきました。事務局のメンバーにおいても、市役所内のこども政策

課、保育・幼稚園課、あのえっと（相談）、障害福祉課、保健所などが

子育て支援を共有することに一定の意味がありました。 
検討委員会の発足を契機に、子育て支援に関わる民間団体を含む関

係者が一堂に会して定期的な情報共有を行うなどの仕組みを検討する

ことを提言します。 
 

② 総合的子育て支援施策の実施に向けて 
子育てに関わる親の孤独感・孤立感の解消にもつながる、子どもの

安心・安全な居場所は、特別な支援が必要な児童を含むすべての子ど

も達が利用し易い、過ごし易い居場所で在り続けなければなりませ

ん。 
検討委員会として最後に、自分が居ても良いと思える安心な居場所

をすべての子ども達に提供できる長野市であることを願いつつ、５回

の議論の中で見えてきた子どもや親の状況を踏まえ、誰もがみな温か

く寄り添える総合的な拠点の必要性を提言いたします。 
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①安心安全な居場所 ②相談体制・相談窓口 
 
③教育・保育と発達支援との連携 ④一時預かり 
 
⑤地域からの子育て支援  
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 （参考） 
   要綱 

長野市子育ち・子育て支援検討委員会要綱 

 （設置） 

第１ 本市における子育ち及び子育ての課題並びに当該課題を解決するために必要な支援及びサービスの

提供について広く意見を聴くため、長野市子育ち・子育て支援検討委員会（以下「委員会」という。）を

置く。 

 （任務） 

第２ 委員会は、次に掲げる事項について意見を交換するものとする。 

(1) 本市における子育ち及び子育ての課題並びに当該課題を解決するために必要な支援及びサービスの

提供に関する事項 

 (2) その他子育ち及び子育ての課題を解決するために市長が必要と認める事項 

 （組織） 

第３ 委員会は、委員10人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が依頼する。 

(1) 子育ち又は子育ての支援に関する事業又は活動に従事している者 

(2) こどもの発達支援に関する事業又は活動に従事している者 

(3) 保育関係者 

(4) 教育関係者 

(5) その他市長が委員会の委員として適当と認める者 

 （任期） 

第４ 委員の任期は、令和６年３月31日までとする。 

 （委員長等の職務等） 

第５ 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代理

する。 

 （会議） 

第６ 委員会は、委員長が招集し、委員長が会議の議長となる。 

２ 委 員 会 は 、 委 員 長 が 必 要 と 認 め る と き は 、 事 案 に 関 係 が あ る 者 を 会 議 に 出 席 さ 

せ、意見を述べさせることができる。 

 （庶務） 

第７ 委員会の庶務は、こども未来部保育・幼稚園課が行う。 

 （補則） 

第８ この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 
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   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 （この要綱の失効） 

２ この要綱は、令和６年３月31日限り、その効力を失う。 
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 （委員名簿） 
 
  子育ち子育て支援検討委員会 委員名簿 

区 分 役

職 

氏 名 所 属 備 考 

1 児童発達支援 

 

委

員 

丸山 志野 社会福祉法人長野市社会事業協会  

にじいろキッズらいふ 

所 長 

2 委

員 

中村 久美子 社会福祉法人長野市社会事業協会  

にじいろキッズらいふ 

療育コーディネーター・ 

相談支援専門員 

3 子育て支援 

（ＮＰＯ） 

委

員 

小笠原 憲子 ＮＰＯ法人ながのこどもの城いきいきプ

ロジェクト 

事務局長 

4 委

員 

伊藤 直子 ＮＰＯ法人ながのこどもの城いきいきプ

ロジェクト じゃん・けん・ぽん 

館 長 

5 委

員 

齋藤 由美子 労働者協同組合ワーカーズコープ・セン

ター事業団 このゆびとまれ 

館 長 

6 委

員 

花石 多希子 子どもの発達が気になる親の会「こもれ

び」 

代 表 

7 委

員 

村瀬 和子 ながの子どもを虐待から守る会 事務局長 

8 保 育 委

員 

樋口 圭一 社会福祉法人長野私立保育協会 秋葉保

育園 

園 長 

9 教 育 委

員 

髙山 和浩 長野市教育委員会 指導主事（学校教育課） 

アドバイザー 
   

母子、児童 

 

小林 良清 長野市保健所長   

保育 

 

柿嶌 千恵子 

上原 美知子  

長野市保育指導員 保育・幼稚園課 
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 （検討委員会開催状況） 
 

子育ち子育て支援検討委員会 開催状況 
 第１回    令和５年４月 20 日 

 第２回        ５月 24 日 
 第３回        ６月 28 日 
 第４回        ７月 24 日 
 第５回        ８月 23 日 

 
 

 


